
平成 27年度福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会要項

主催福岡県ラグビーフットボール協会

1.大会名平成 27年度第 33回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会

2.期 日予選リーグ予定会場

平成 27年 10月 18日 (日 )舞 鶴球技場  築婁7 ■――

25日 (日 )西 部運動公園
11月  1日 (日 )舞鶴球技場  奨 嬌

8日 (日 )舞鶴球技場  .ヽ―こ  ■ ●ヽ
15日 (日 )舞鶴球技場
22日 (日 )春 日公園球技場

決勝リーグ

11月 29日 (日 )西 音「運動公園
12月  6日 (日 )太 宰府梅林公園

3.参加資格福岡県協会にカロ盟登録の中学校およびラグビ‐スクール (ク ラブ)の 中学生 1。 2年生チーム

4.参力日制限チーム編成は、最小 15名 、最大 25名

5.競技方法予選および決勝方式を採用する

Aパー ト :ス クール・Aパー ト希望チームによる編成参加制限人数の規定を満たすチニム】

Bパート【中学校・スクールBパート希望チームによる編成、人数規定は大会本部ならびに相互調整可能]

6.競技規貝J等

① 平成 27年度ラグビニフットボール競技規則による。

② 試合時間は20分ハーフとする。(20分 -5分-20分 )

予選においては、ランニングタイム決勝Rにおいてはインジャリータイムを採用

③ 選手の交代の必要が生じた場合、一度出た選手の再出場は原則として認められな こヽただし、プロップ

の選手については、再出場可 (プロップの選手については、メンバー表に○印を付けておいてください)

大会期間中を通して、チームの登録メンバーが規定に満たなくなる場合、当事者及び同一・́
く一＼に弓する

関係チーム、大会本部との協議により、試合の成立はじめ、交代メンバーについて規定を変更する

場合もありうる。無理な日程による少人数チームヘの影響、大会戴間中における怪我や学校行事等におけ

る人数減も考慮にいれ、試合日程などは慎重に決定することが望ましいc

④ 出血に限らず、負傷した選手の一時交替を認める。但ヒ́、交替の判断はドクター

または本部の判断によるものとする。交代の判断が出た場合は、その判断に従うこと。

脳しんとうなど、別途、出場規定のある怪我については、その規定を順守すること。

⑤ 勝敗規定

【リーグ戦において】

リーグ戦においての勝敗規定については、以下の順に勝敗の優位を決定する。

(1)勝ちッ点制を採用するc勝ち (3′点)、 引き分け (1ノ点)ヽ 負け (0′点)

(2)勝ち点の多いチームを優位とする。

(3)勝ち点が同じ場合

①当該チーム同士の勝敗を優先する。

②当該チーム同士が引き分けの場合、 トライ数、ゴール数の順にその優先順位を決める。

③ ②の場合で、 トライ数、ゴール数が同じ場合は、抽選とするc
この場合、他の対戦チームとの得失,点差は勝敗の要件にはいれない。


